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医 者 の 患 者
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「お医 者 さ んは 病 気 に は か か らな い んだ ろ う」 と一 般 の 人 々 が話 を して い るのを よ く耳 に

す る.医 者 とい う もの は 医 学 に精 通 して お り,他 人 の身 体 の事 は勿 論,自 分 の事 も隅 々 まで

分 つ てい る も の の如 く考 え られ て い る ら しい 然 し医 者 も人 間 で あ り,特 に仕 事 の 性 質上 不

規 則 な生 活 を 送 ら ざ るを得 な い場 合 が 多 く.従 つ て医 者 の患 者 も相 当 に 出 て くる.医 者 が患

者 に なつ た場 合 に は心 の 中 で,診 る もの と診 られ る もの が 同居 して,結 果 は色 々の 診 断 が 出

来 上 る もの で あ る.自 分 の専 門 の疾 患 の 場 合 には 診 断 は 割 合 に適 確 であ るが,そ れ で も,そ

の医 者 が 同 一 疾 患 の一 般患 者 を診 断 す る場 合 の よ うに ス ムー ス には い か な い も の ら しい .更

にそ の治 療 とな る と素 人 が売 薬 を買 い あ さ る と同様 の 類 が多 い よ うで あ る.先 年 稲 田教 授 も

尿 石 症体 験 記 を本 欄 に 掲載 され,治 療 に つ い て の心 細 さ と不 安 な気持 を述 べ られ た.こ れ が

専 門 外 の疾 患 に な る と診 断 も大 分 くい違 つ て い く事 が 多 く,大 部 分 は そ の科 の 常 識不 足 に よ

る事 は当 然 な が ら,泌 尿 器 科 医 とい う ものは 淋 病 医 者 位 に しか考 え て い な い医 者 も未 だ に相

当 い る現 状 では,陰 茎 の疾 患 と いえ ぱ何 で も性 病 に して しまう程 度 の過 ちは い くらで も起 つ

て くる.最 近 の事 で あ るが 内 科 の 老大 家 自身 の診 察 を電 話 で内 々に頼 まれ,夜 間 に伺 つ て話

を きい て み る と,次 の よう な事 であ つ た.約2ヵ 月 程前 よ り勃 起 時 には 別 条 な い が,性 交中

に疹 痛 を感 じる よ うに な つ た.然 しそれ 以外 の 時 は ど うも ない為 に放 置 してい た が,そ の後

も性 交 の 度 に 痙 痛 を 必 ず感 じ るの で,陰 茎 を 調 べ て み る と背 面 の 根部 に近 い皮 下 に索 状 の硬

結 を ふ れ た.そ れ 以来 毎 日Aschoffの 病 理 学 を ひ ろ げ て研 究 し,結 局梅 毒 性 の もの と して

2週 間 に亘 りペ ニシ リソ療 法 を 試み たが,局 所 は依 然 と して同様 で あ り,こ こに至 っ ては 悪

性腫 瘍 以 外 に な い とい う事 で1週 間 程 色 々 と考 え た上 で専 門 医 に 診察 を受 け よ う とい う事 に

なつ たわ け で あ る.老 大家 は奥 さん と小 生 を 前 に して,自 分 は 若 い頃 か ら人 に は絶 対 負 け な

い位 自由奔 放 に楽 しん で来 た 手 前 今 切 断 され て も も う思 い残 す事 は な い よ うな もの の家 内 と

の用事 は 済 ん だ が,ま だ10の 内2厘 程 外 での 用事 が残 つ てい るの が心 残 りだ とい つ て2人 を

苦笑 させ,更 に こ うな つ ては 手 術 を して も らつ て後 は 診 療,読 書,禁 洒,禁 欲 で禅 僧 の よ う

な生 活 を送 るつ も りで あ る と真 剣 な 面 持 でい わ れ た.こ う してひ と通 り話 を きい て か ら診 察

を して み る と確 か に根 部 に近 い陰 茎 背 面 に約2㎝ 位 の硬 い 索状 板 が あ り,限 界は 明劃 で あ

つ て,そ の 部位 の皮 膚 及 び 尿 道 に は 異常 を 認 めず,結 局 成 形 性陰 茎 硬 結(lndulatiopenis

Plastica)と 診断 し,原 因,症 状,治 療 及 び予 後 等 に つ い て色 々話 を した.1週 間 後 に 硬 結

の切 除 を 行 つ た が,変 化 はBuckの 筋膜 の一 部 に 及 び そ の為 に陰 茎 海 綿 体 も一 部 ふ くめ て

切 除 した.組 織 標 本 に よれ ぱ筋 膜 の繊 維 腫 性 肥 厚 で あっ て,悪 性 病 変 は 勿論 み られ ず,手 術
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時にもまだ疑わ しい顔を していた老大家も組織標本をみては じめて胸につかえていたものが

なくなり,目 の前に新 しい人生が開けて来たような気がするといわれた.約3ヵ 月後偶然街

角でお遇いして,そ の後調子はいかがとの問を出す前に先方から試運転の成績が上々だつた

ので,ダ イヤの組換えをして特急を増発 しているが,や つばり人生は楽 しめる内は楽 しまな

けりやねといつて豪快に笑つていた。その顔には初めて電話で呼ばれた時の青ざめた顔の面

影は無かつた,ふ とこの時この老大家もその心理状態は一般の患者と変る処はないが,普 通

の患者ならもつと早 くに診察を受け,梅 毒又は癌を疑つたにせよ診断を受けれぱ直ぐにそれ

を受け入れて,今 迄の精神的苦悩からも脱出出来たのに,か えつて老大家は医学的知識によ

り邪魔をされた結果となつたように思われた.こ のような比較的稀な疾患にあつては専門以

外で,色 々と取り越 し苦労はまぬがれないとしても,尿 石症の如 く非常に一般的で,内 科外

科等にも大いに関係を有する疾患に於ても従来は案外認識が不足であつた.面 白い事にここ

2～3年 の間に私達の病院の内科の若い医者が5人 迄尿石症 と診断された.そ の始あの1例

は尿の蛋白陽性で自ら腎炎と診断 し,入 院加療を行つたもので,経 過が長 くなかなか蛋白の

消失をみなかつた.た またま見舞にいった同級生の泌尿器科医が様子をきいて,泌 尿器科の

精密検査を勧めてやつと尿管石である事が判明した.そ の後,中 には癌痛発作を有 したもの

もあつたが2人,3人 と医者の尿石患者が現われるに及んで,内 科医の間では本症に対する

認識が大いにたかまり,従 つて内科の外来又は入院患者で従来なら全然疑いを持たなかつた

ようなものまでもどしどしと紹介 して来るようにな り,風 吹いて桶屋儲かる如 く.泌 尿器科

は繁昌している.考 えてみると一般患者が真直に泌尿器科にやつて来る事は割に少 く,大 方

は医師よりの指示又は紹介によるものである事を思えぱ内科医が尿石症になつてくれた事は

大いに泌尿器科に貢献 したわけである.そ の内科医の1人 は三重県としては最も尿石症患者

の多い尾鷲地方に赴任 した.他 の4名 の内科医はすべて尿管石であつて,保 存的療法により

結石の排出をみたが,彼 のみは運悪く,排 出の望みない大きな腎石で,然 も時々発熱を来す

という,物 騒な爆弾をかかえていながら,ど のように手術を勧めても承知せず,自 分では相

変らず患者の尿石を捜しては手術 してくれるようにと送つて くる彼の心理状態には了解に苦

しむものがある.

ついでに外科医にも尿石症にならないまでも認識を新たに してほ しい事は,右 尿管石の患

者の約60%は 虫垂切除が来院より半年以内に行われており,又 真疑は別として虫垂炎と診断

して手術を受けたものの内,2/3明 かな虫垂炎であれば上出来であるというような事をきい

た事もあり,血 球計算と同時に尿の検査位は最少限行つて欲 しいものである.

最後に一般患者は医者に対 して先入的信頼感をもつてやつて くるが,医 者の患者にはそれ

が少い 信頼に値するものは医学的実力である事を思えぱ,非 は先方にあるのではな く私自

身にある事は明かで,同 じ医業にたつさわる人々の信頼を得 るという事のいかに難か しいか

という事がつ くづく思い知らされる,




